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午後１時０分 開会

●中嶋委員長 皆さん、こんにちは。定刻、お集ま

りをいただきましてありがとうございます。

ただいまから市立病院評価委員会を開催させてい

ただきます。

冒頭、出席状況のご報告をさせていただきます。

本日は全員出席でございますので、委員会のほう

は成立いたしております。

なお、本日の資料につきましては、２つ事前にサ

イボウズのほうで共有をさせていただいております。

委員の皆さんには前のモニターにも同様のものを映

させていただきます。傍聴の方はちょっとモニター

が見えないかもしれないので、各自でご確認をよろ

しくお願いいたします。

それでは、早速ですが、協議事項のほうに入らせ

ていただきたいと思います。

本日は、３点、協議事項のほうございますので、

順次進めさせていただきます。

───────────────────────

協議事項１ 評価スキーム策定用アンケート

●中嶋委員長 まず、協議事項１つ目の評価スキー

ム策定用アンケートについてを議題とさせていただ

きます。

まず、改めて評価スキーム策定の流れ、前回少し

ご説明をさせていただいたものを事務局のほうで資

料化していただいたので、ここはじゃあちょっと説

明をしてもらおうかな。事務局、説明できますか。

●議会事務局 評価スキームの策定の流れでござい

ます。

まず、３段階に分けさせていただきまして、ステ

ップ１、ステップ２、ステップ３という形でさせて

いただきたいと思っております。まず、ステップ１

としまして、アンケートの実施、本日案件とさせて

いただきます評価スキーム策定用のアンケート、こ

の案をご提示させていただきたいと思いまして、意

見をいただきたいと思っております。その後、調査

研究するための有識者との意見交換会、ステップ３

としまして、評価スキームの策定という形で進めて

いくという形で、大ざっぱな流れでございますが、

スキーム策定までの流れという形でさせていただき

たいと思っております。以上でございます。

●中嶋委員長 ありがとうございます。

前回ご説明させていただいたものの報告程度だと

いうふうに思っていただけたらと思いますが、現状、

アンケートをするというところまでしか詳細は決ま

っておりませんので、ステップ２以降につきまして

は、順次、この委員会のほうで皆さんと議論、決定

をいただきながら進めていくことになると思います

というご確認をまず１点させていただきます。

続きまして、議題のほうのアンケートに入ります

が、アンケートの中身の前に、まずアンケートの手

法についてご説明をさせていただきたいと思います。

今回、アンケートの手法につきましては、ＬｏＧ

ｏフォームによるデジタルタイプのアンケートと紙

のアンケートの併用でいかせていただきたいという

ふうに思っております。

資料にありますように、ＬｏＧｏフォームのほう

は、現在、調査部会のほうで実施をしていますアン

ケートと同様に、箕面くらしナビ経由で発信をする

もの、それから市議会のホームページで発信をする

もの、それから、紙にも一応ＬｏＧｏフォームに飛

ぶＱＲコードをつけておりますので、その他ＱＲコ

ードから飛んでいただくものということで、周知を

させていただくものが１点でございます。

それから、紙のほうですが、調査部会のほうは、

ご要望がご意見としてありましたので、紙のものを

各議員の皆さんにもお配りをさせていただいて、各

議員さん経由で紙の回答を集めていただける分は集

めてくださいということでお願いをさせていただき

ましたが、今回はちょっとそれとはやり方を少し分

けましたというのは、そもそも紙をやらなくてもい

いんじゃないかという意見もあったんですけども、

というのは、今行っている調査部会のアンケートが、

今、大体450件ほどご回答をいただいています。そ

のうち高齢の方が答えられないんじゃないかという

ご意見が以前もあったんですが、現状、お答えいた

だいている方の年齢構成を確認しますと、70歳以上

の方の割合が大体２割ぐらいというふうに来ていま
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すので、ご高齢の方がＬｏＧｏフォームだと答えれ

ないということは、現状そんなにないということが

一定出てはいるんですけども、ただ、今回の場合は、

属性バランスを比較的取らないといけないアンケー

トだなというふうに思いましたので、まだその１回

の結果だけを見てやるには時期尚早かなということ

で、紙は併用してやろうと。ただし、そのターゲッ

トの年齢に限定をした紙のアンケートにしたいなと

いうことで、今のところ70歳以上の市民の方、これ

は60代までは一定スマホを使えるんじゃないかとい

うことを想定していますが、70歳以上の方を無作為

で抽出をして、郵送によってアンケートにお答えし

ていただいて返送いただくという市がやっている満

足度調査的なものと同等の手法を想定しています。

ですので、市のほうと、今、少しそういうことがで

きるのかの調整を事務局のほうでしていただきまし

たので、その結果も後ほど少し説明していただきた

いと思いますが、市のほうで無作為に70歳以上の市

民の方を一定数抽出していただきまして、その方た

ちに郵送でアンケートを送らせていただいて、その

アンケートを返送していただくというものを想定し

ております。

以上の２つのやり方を併せた形でアンケート調査

を実施するというのがご提案している手法になりま

す。

少し市のほうとのやり取りを事務局のほうで補足

いただけたらありがたいです。

●議会事務局 まず、今、委員長から説明がありま

した紙による無作為抽出の手法でございます。こち

らにつきましては、個人情報保護法の例外規定に該

当するかどうかという形になるんですけども、こち

らのほうは一応該当するということで、抽出し、デ

ータをいただくことは可能だということで、市長部

局との話はさせていただいております。ただ、今回、

紙でするということをご決定いただいた後、申請及

び返信用封筒の印刷だとか、各種資料の印刷とかを

させていただきますので、今日決定したことによっ

てすぐできるというわけではないんですが、ある一

定期間、頂戴いたしまして、抽出作業をさせていた

だくということになります。以上でございます。

●中嶋委員長 ありがとうございます。

ということで、ざっとですが、すみません、アン

ケートのまず手法に関しての内容をご説明させてい

ただきましたので、何かご質問等があれば。今日は、

手法については、この場で意見集約をさせていただ

きたいというふうに思っておりますので、よろしく

お願いします。

それでは、ご自由にご発言いただけたらと思いま

すが。

どうぞ。

●山根委員 もちろんアンケートは無記名というこ

とですよね。

●中嶋委員長 はい。

●山根委員 それで、気になるところが、紙のアン

ケートのことなんですけれども、封筒ないしは往復

はがき、何かでご自宅に届いて、それで返信をして

いただくという形になりますよね。それで、たまに

私が経験あるんですけれども、無記名ですけれども、

封筒に何か番号が打ってあって、それで返信用の何

かにも番号が打ってあって、これ、山根ひとみが返

信したって分かるんじゃないかっていうようなもの

もあったんですね。通し番号みたいなのが打ってあ

ったりするんですけども、本当に全く何も記名せず

に無作為に選んでという状態で送られるということ

は守られるという認識でよろしいでしょうか。

●議会事務局 すみません。今、山根委員おっしゃ

っていただきましたように、特に番号をつけるとい

う形では考えてはございません。アンケートをどれ

ぐらい送るかというものにもよりますけども、あく

まで想定の範囲ですけども、200から多くても300ぐ

らいかなと、送るのはそれぐらいかなというふうに

考えております。もちろん送る件数等々もご議論い

ただいたらいいと思うんですけども、それぐらいで

あれば、特に通し番号とかつける必要もなく、送れ

ばいいかなと思っておりますし、もともとちょっと、

すみません、通し番号のことは頭になかったという

のがございますので。以上でございます。

●中嶋委員長 よろしいですか。
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ほかは。

中西委員、どうぞ。

●中西委員 すみません。確認なんですけれども、

例えば障害者市民への配慮みたいなものについては、

何かご検討されているものがあったら教えていただ

けますでしょうか。

●中嶋委員長 今のところは基本的にはあらかじめ

属性を選んで対象にするということは想定しており

ませんので、アンケートが回収された結果、特段そ

ういう意見の聴取が必要ではないかということがあ

れば、次のステップも含めてその辺は補っていただ

いたらいいのかなというのは前回もご説明したとお

りです。

●中西委員 すみません。例えば視覚障害のある方

なんかに対して、どういうふうに対応されようと考

えているのか、もしお考えがあれば教えていただけ

ますか。

●中嶋委員長 逆にどういうふうに対応したらいい

のかがあれば教えていただきたいです。

●中西委員 考え方としては、点訳というものが一

つあろうかと思うんですね。

●中嶋委員長 ＬｏＧｏフォームを答えていただく

のにということですか。

●中西委員 ＬｏＧｏフォームなのか、70歳以上の

方でペーパーでは答えにくい方がいらっしゃった場

合に、点訳もあるよっていうような対応をされるの

かどうか。

●中嶋委員長 ＬｏＧｏフォームのほうは、基本ど

なたでもお答えいただくことはできますので、もし

アンケートを実施してから、もしくは直前でも構い

ませんけども、そういう方が答えたいというご意思

があるようであれば、それはまた相談させていただ

きたいというふうに思いますが、今のところ必ずこ

ういう対応をするということは想定を必ずしもし切

れていませんので、その辺はまたご相談しながらと

いうことかなとは思います。

●中西委員 であるならば、そういう特段の配慮が

必要な場合は遠慮なく申請してほしいということを

ちゃんと分かるように伝えていっていただけたらな

というふうに思っています。

●中嶋委員長 伝えていっていただくのは委員の皆

さんですので、ぜひその辺は、ＬｏＧｏフォームに

は一応趣旨とか情報の取扱い等々を当然、紙もそう

ですが、お答えいただく方には説明資料としてつけ

させていただきますので、その辺は発信していく段

階でも十分注意はしたいなとは思います。

どうぞ。

●中井委員 私、今朝、市立病院へ行ってきました。

診察です。行ったときに、受付であるとか、待合で

あるとか、いろんなとこを見て、果たしてこれ２つ、

どっちを皆利用するやろか。平均年齢からいったら、

僕、まだ若いほうやと思いますわ。その人らが病院

の今ある姿、今後どのように病院なってほしいとい

うのを評価するのをＬｏＧｏフォームでせえって、

ちょっと僕は無理があるん違うかなと。一遍、皆さ

んも、当然行ってはるでしょうけども、病院行って、

周り一遍見渡してください。紙のほうに注力したほ

うが本当に利用している方々の評価というのが僕は

得られると思いますので、できることならそのよう

にお願いをしたいと思います。

●中嶋委員長 ありがとうございます。

今、まず、病院に紙で答えれるような設置をする

というご提案という理解でいいんですかね。

●中井委員 そうですね。もしも可能なら、向こう

にそのアンケート台でも置いて、そこでアンケート

に答えてくださいというのも、利用者の意見を聞く

のならそれも一つの方法かなと思いますね。

●中嶋委員長 今のところはそこまでは想定してい

ませんでしたので、ちょっと今日すぐさまやるやら

ないは判断できないと思うので、一旦、病院との調

整、確認が必要かと思いますので、今日はお預かり

させていただいてもよろしいですかね。

●中井委員 はい。

●中嶋委員長 一応アンケートとしては、病院に行

かれたことがある方もない方も全て対象にさせてい

ただいておりまして、行ったことがある方は行った

中での話を、行ったことない方は行ったことない、

自分が聞き及んだことも含めてお話を聞かせていた
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だくというのがアンケートの流れの趣旨になってお

りますので、ただ、どういうふうにいろんな立場の

方、いろんな年齢構成の方、いろんなご意見を集め

るかということは大事なことだと思いますので、ち

ょっとそこの部分は一旦今日はお預かりをさせてい

ただきたいと思います。

ほか、どうでしょうか。

どうぞ。

●大脇委員 この紙のほうの下に括弧でＱＲコード

つきってあるんですけど、これは紙をもらった方が

何か違う形でも出していいということなんですか。

●中嶋委員長 そうです。必ずしも紙で答えていた

だかなくても、もしスマホでできるよという方がい

らっしゃれば、スマホのほうからお答えいただいて

も大丈夫です。後でその内訳は分かるようになりま

すので。

●大脇委員 はい。ありがとうございます。

●中嶋委員長 どのＱＲコードからお答えいただい

たかによって、郵送された方なのか、一般からお答

えいただいた方なのかは分かりますので、届いたも

のをどちらで答えていただくかはその方で選んでい

ただけたらいいと思います。

●大脇委員 70歳以上の方って、紙で答えようと思

っても、結構な枚数があるので、ずっと見ながらっ

ていったら、やっぱりスマホでされる方とかだった

ら結構、長くしなければならなかったら途中でもう

嫌になったりとかっていうのもあると思うので、紙

ベースで70歳以上の市民の方に無作為に送られるの

はいいと思いますけれども。以上です。

●中嶋委員長 ありがとうございます。

後ほどちょっと中身の話はさせていただくんです

が、ぱっと見、すごい質問が多いように見えると思

うんですが、実はそうでもないので、その点は後ほ

どご説明をさせていただきますので、よろしくお願

いします。

ほか、どうでしょうか。

名手委員、どうぞ。

●名手委員 先ほど説明で、今やっている調査部会

の議員報酬と定数ですかね、あれの関係の調査では、

70代が約２割ぐらいがスマホ、ＬｏＧｏフォームで

答えられていると。ほかの世代はどんな感じですか。

70代がやっぱり少ないのか。２割というのが多いの

か少ないのかちょっと分からなかったので、理解す

ぐできなかったので、どれくらいというのがもし、

ばくっとでいいですけど。

●中嶋委員長 今ちょっと分かりますか。分かる範

囲で。

●議会事務局 先週、すみません、５月１日ほどの

情報になって、最近ちょっと変わっているかもしれ

ませんけども、見た段階では10代以外はほぼほぼ２

割ぐらいを占めているという、２割前後ですね。す

みません。２割といったら全部、100％を超えてし

まいますので。大体バランスよく現在のところお答

えいただいているような感じになっております。

●中嶋委員長 どこかの年齢構成だけが特段低かっ

たり高かったりはしないと、10代以外は。

●議会事務局 そうですね。

●名手委員 そしたら、バランスよく出ているとい

うことですのでいいのかなと思いますけれども、あ

と、紙でやる抽出の70という年齢で区切ってという

ことになるんですけれども、どれくらいの数を抽出

するのか、その辺はまだ予想というか。

●中嶋委員長 大体の想定ですが、サンプルとして

は70歳以上の紙で回収するサンプルが100から200ぐ

らいの想定、全体が1,000ぐらいというイメージで

すので、100から200ぐらいの想定をしています。そ

の場合、満足度調査の郵送の回収率が大体50％ぐら

いだというふうに聞いておりますので、仮にマック

ス値で200ぐらいのサンプルを取ろうと思ったら、

その倍の方に発送する必要があるということですの

で、発送数はもう少し増えると思います。なので、

結果は200以上来る可能性もありますし、200来ない

可能性もあるということにはなろうかと思いますが、

それぐらいの想定をしております。

●名手委員 それとあと、無作為抽出でアンケート

するのは高齢者ということで限ってということです

けど、若い人ももちろん紙媒体での回答もオーケー

だと。当然ですよね。そこはそうですよね。
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●中嶋委員長 どういう意味ですか。

●名手委員 紙媒体というのは、年齢区切らなくっ

て、ほかの人もできますよねという話です。

●中嶋委員長 何度もこの議論しますけども、この

アンケートをやるのは我々なんですよ。本来は結果

も含めて全部我々のほうで、集計も含め、分析も含

めするということが前提ですので、そこは手間と効

果のバランスをやっぱり見ないといけないというこ

とですので、何でもかんでもマックスで全部やると

いうことは基本的には想定していません。その前提

で、先ほど中井委員からもご意見いただいたように、

ここにはやっぱり配慮が要るんじゃないかとか、中

西委員が言われたように、ここには配慮が要るんじ

ゃないかということにはできるだけ可能な範囲で応

えていきたいなというふうには思っておりますが、

皆さんもその前提でお考えいただけたらありがたい

なと思っていますので、基本的にはアンケートはＬ

ｏＧｏフォームが基本です。過去のご意見の中にも

ご高齢の方が紙じゃないと答えれないんじゃないか

と。それは一定そうだろうと。ただ、一方で、今の

調査部会のアンケートは２割ぐらいは回答はあるも

のの、まだその１回だけをもってそれが可能だとい

うふうに判断するのはまだ時期尚早だろうというこ

とで、その年代の方には紙のアンケートを併用しよ

うということですので、それ以外の年代の方は基本、

ＬｏＧｏフォームのほうでお答えをいただくという

ことをお願いしたいと思いますし、皆さんのほうか

らもそういうふうに発信をいただけたらありがたい

なと思っています。

ほか、どうでしょうか。よろしいでしょうか、手

法の話につきまして。

（「なし」と呼ぶ者あり）

●中嶋委員長 じゃあ、ごめんなさい、本当は今日

ちょっと最終の集約をするつもりだったんですが、

先ほどの中西委員と中井委員からのご意見もありま

したので、一応最後にもう一回諮りますが、５月の

末に、後半にもう一度、意見集約のための評価委員

会をさせていただこうと思っておりますので、手法

のほうも一応そのときに再集約をさせていただくと

いうことにさせていただきたいと思いますが、それ

でよろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

●中嶋委員長 では、手法のほうはそういう前提で

進めさせていただきます。

それでは、次に、実際のアンケートの中身につき

まして、ご説明させていただきたいと思います。

じゃあ、事務局のほうからまず説明をお願いしま

す。

ちなみに、このたたき台は、正副座長と事務局の

ほうで事前に少し相談をさせていただきまして、今

日、お諮りをさせていただいておりますので、その

前提で見ていただけたらと思います。

では、お願いします。

●議会事務局 まず、レジュメのほうを見ていただ

きたいと思います。このアンケート自体は、評価委

員会が評価するに当たってのどういうことを聞いて

いくか、評価するかということに対するアンケート

の内容になりますので、項目としまして、今、６つ

掲載しておりまして、一つは属性、外来、入院、サ

ービス、設備・環境、その他という形で分けさせて

いただいております。

すみません。別紙１のほうをご覧ください。

●中嶋委員長 ちょっと前のモニターがちっちゃい

ので、皆さんそれぞれお手元で見ていただくほうが

いいかもしれません。

●議会事務局 まず、アンケートの１つ目としまし

て、属性ということで、性別であったり年齢、何十

代とか、あと箕面市内に居住か居住ではないか、あ

と市立病院へ行ったことあるか、あると選択してい

ただいた方については、これまでの通院日数、どれ

ぐらい通ったことがあるかというのをお答えいただ

くような形になります。ないという方については、

次の項目に進むという形になります。

続きまして、５番目としまして、入院、これは市

立病院以外にも入院したことがあるか。といいます

のが、アンケートをしていく際に、比較する対象と

しまして、特に入院なんかはほかのところで入院し

たのと市立病院で入院したということがあれば、ど
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ういうとこに視点が行くかということは分かれると

思いますので、こういう形で市立病院以外という形

もさせていただいた次第でございます。

続きまして、外来の分になります。外来は、どう

いったところに皆さん、このアンケート答えていた

だいている方について、関心があるかということで、

関心の高いものを３つ選んでいただこうということ

で、大きな１、２、３という形にさせていただいて

おります。最も関心の高いもの、２番目に高いもの、

３番目に高いもの。①から⑤の中から選んでくださ

いという形になっておりますので、それぞれ大きな

１、２、３とも下記にある①から⑤については共通

するものでございます。

今、紙でちょっと簡単に書くときにはこういう形

にさせていただいていますけども、ＬｏＧｏフォー

ムのイメージとしましては、まず、大きな質問の１、

①から⑤の中から最も関心の高い項目を選択してく

ださいということで、その下に①、②、③、⑤まで

が続くようなイメージを持ってください。①に関し

ては医師に関すること、②に関しては看護師に関す

ること、③についてはその他のスタッフということ

で、事務員や薬剤師、リハビリのスタッフなど、そ

して、④としましては感染症対策、⑤としましては

プライバシーや個人情報への配慮という５つの選択

になります。ここで最も関心の高い項目にもし①の

医師に関することを選んだとしましたら、その後、

ＬｏＧｏフォームとしましては、（１）から（９）

が現れてくるというようなイメージになります。紙

で書くと一遍に書きますのでこういうたくさんの形

になりますけども、アンケートとしましては、大き

な項目で①から⑤の選択があります。もし①や②、

③を選びますと、次の形で（１）から（９）なり

（８）なりという形でまた選択肢が現れてくると、

④や⑤を選ぶと、もうその設問は終わりということ

で、次の大きな項目の２番目としまして、２番目に

関心の高い項目を選んでくださいということで、ま

た①から⑤が出てくるというようなイメージを持っ

ていただいたら結構かと思います。

すみません。説明が途中になってしまって申し訳

ないんですけども、①医師に関することに関しまし

ては、また小項目の設問としまして（１）から

（９）、説明の分かりやすさ、質問や相談のしやす

さ、医師のキャリアであったり、診療行為全般、身

だしなみ、言葉遣いや態度、他の医療スタッフや医

療機関との連携、診察時間の長さ、あとその他とい

うことで自由記述という形を選択していただく形に

なります。これは、一番下の小項目については複数

回答可という形でさせていただきたいと思っており

ます。そうすると、最も関心の高いところの①から

⑤の中でどこが高いのか、また、医師や看護師やそ

の他のスタッフに関しては、その中からどういった

ところが関心が高いのかというところが分かるとい

うような形で考えておりますので、委員長、副委員

長と相談した上で、こういった案にさせていただい

ております。

続きまして、入院の……。

●中嶋委員長 ごめん。ちょっと一回そこで。

見方、分かりましたかな。あとも全部同じなので、

見方の理解ができているかだけちょっと共通認識に

しておきたいんですが、さっきの外来のところを映

してもらって、このＡ４の紙、これが一つの質問で

す。ご理解いただいていますか。これが一つの質問

で、一つの質問に対して多くても答えるのは２回で

す。この紙を３枚やりますという今説明です。第１

優先のもの、第２優先のもの、第３優先のものとい

うのを、１回ないし２回答える質問が３問あるんだ

というふうに見ていただけたらと思いますが、大丈

夫でしょうか。

じゃあ、ごめんなさい。続きを説明させていただ

きます。

●議会事務局 ありがとうございます。

そうしましたら、次、入院のほうに移らせていた

だきます。

入院も先ほどと同様となります。１から３としま

して、最も関心の高いもの、２番目、３番目と続い

ています。質問項目は、ちょっといろいろと入院に

関して考えてみまして、１から10という形で選択肢

は多い形になりますが、先ほどと同じように、１か
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ら３、医師に関すること、看護師に関すること、そ

の他スタッフに関すること、すみません、あと４も

ありました。病室に関することを選択していただく

と、また小項目の（１）とかいう形が出てきまして、

複数回答可という形になります。

選択肢の説明をさせていただきますと、１から３

につきましては、先ほどの外来と同じように、医師、

看護師、その他のスタッフ、４番目に病室に関する

こと、５番目、感染症対策、６番目、プライバシー

や個人情報への配慮、７番目、入院中の食事、８番

目、面会のしやすさ、９番、行事やレクリエーショ

ン、10番としまして退院後のケア。８番目の面会の

しやすさというのは、入院されている方の立場から

考えていただいて、面会のしやすさという形で考え

ていただいたらいいかなというふうに思っておりま

す。また、９番の行事やレクリエーションに関しま

しては、長期入院されている方なんかで、クリスマ

スや正月とかいった行事なんかで何か楽しみがあっ

たりとかするかどうかというようなことも考えて、

ちょっと記載させていただいているような形でござ

います。

続きまして、サービスのほうに移らさせていただ

きます。サービスも同じように、最も関心の高いも

のから３番目に関心の高いものということを選択し

ていただく形で、１から10までの選択肢がございま

す。①は待ち時間に関すること、それを選んでいた

だくと（１）から（４）のものが出てくるというイ

メージを持っていただきまして、②は受付スタッフ

に関すること、これも選択していただくと（１）か

ら（７）まで出てくるという形になります。③につ

きましては、プライバシーや個人情報への配慮、④

は掲示物や案内板の分かりやすさ、端的に言います

と、どこどこの診療所がどこにありますよという案

内看板なんかのイメージを持っていただいたらいい

かと思います。⑤につきましては、壁面やギャラリ

ーの展示物、サービスですので、病院、和やかにす

るといいますか、病院という堅苦しい感じというよ

りもちょっと何か心安らげるというか、柔らかにし

ていただけるようなもの、そういうイメージを持っ

ていただいたら結構かと思います。⑥に非常口や避

難経路の分かりやすさ、⑦に面会しやすさ、これは

入院されている方ではなくて、面会しに行った方の

立場で考えていただけたらと思っております。⑧に

ホームページや情報公開、⑨に予防方法や受付の手

順、⑩に支払いの方法という形の10個の選択肢を掲

示させていただいている次第でございます。

続きまして、設備・環境についてでございます。

これも関心の高いものを３つ選んでいただくという

ことで、①から⑫までという形になります。これに

ついては、それぞれ選んでいただく形になりますの

で、読み上げさせていただきますと、①としまして

は、院内の移動の安全性や利便性、②としまして待

合室や談話室の利便性や快適性、③Ｗｉ－Ｆｉの強

度や使いやすさ、④トイレの清潔感、⑤院内の明る

さや室温、⑥食堂・売店のサービス、⑦としまして

プライバシーや個人情報への配慮、⑧としまして院

内の清掃状況、⑨としましてノーマライゼーション

の実現度、⑩としましてインテリアや壁の色、⑪と

しまして立地やアクセスのしやすさ、⑫として駐車

台数と駐車のしやすさという形で選択肢を設けさせ

ていただいています。

続きまして、最後、その他でございます。その他

に関しましては、市立病院に関するエピソードなん

かを教えてくださいという形で考えさせていただい

ております。初め、病院の評価としまして点数をつ

けるかどうかということを考えたのですが、それで

あるよりも、市立病院にまつわる自分が経験したこ

と、もしくは行ったことない方でもうわさとかでも

いいと思うので、そういったことを聞いてみたらど

うかなと。もちろん否定的なこともありますでしょ

うし、肯定的なこともあるでしょうし、これが一番

皆さんの意見が聞けるんではないかという形で思っ

ておりますので、こういう形の項目をつくらせてい

ただきました。

また、２番目としまして、この後追いのことを考

えさせていただきまして、例えば医療ミスとかいう

のが１番であったと、これは後追いせなあかんなと

かいうことがあったりしましたら、その後、インタ
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ビューに協力していただけますかということで、も

ちろんインタビューを遠慮するという選択肢も設け

ながら、協力できるよという方にはお名前とかお教

えいただけたら、もちろん全員にインタビューとか

実施するわけではございませんので、答えてもいい

よという方にはご記入いただくというような形で設

けさせていただいている次第でございます。

説明は以上でございます。

●中嶋委員長 ありがとうございます。

ちょっと長くなりましたが、一応事前に、大分苦

慮しながらですが、できるだけ選択肢を絞り出しな

がら、それを――君はじめ事務局の皆さんがきれい

に整理をしていただいたものでございます。

前回のときにも少しお話をさせていただきました

が、専門的なことであったり経営的なことは、市の

第三者機関のほうで十分議論をするという前提があ

りますので、議会が評価をするということは、前回、

中井委員からもおっしゃっていただいたように、市

民の目線で市民が感じていること、不便だと思って

いること、改善してほしいこと、そういったことを

議会がどう把握をしていくのかということが大事な

のかなという視点で、市民の方がどういうところに

評価の軸を置いておられるのか、考えておられるの

かということを抽出するアンケートになればいいな

ということが全体の方針です。

最後のところの話を少し補足しますと、先ほどあ

ったように、満足度とか何点ですみたいなことを聞

こうかという話が初めあったんですけども、どちら

かというと、80点だからよかったということよりは、

じゃあなぜ20点足りないのかということのほうが大

事なんじゃないかということもあったので、ちょっ

と実験的な意味合いもあるんですけども、市立病院

にまつわるいいエピソード、悪いエピソードも、市

民の方が実際に経験されたこと、感じておられるこ

と、見聞きしたことをぜひ述べていただける枠をつ

くろうということ。

２番目につきましては、先ほどすごいまれな例を

言いましたが、基本的には今の時点で何か後追いを

するということは想定はしておりません。ただ、ゼ

ロではないという意味で、仮にそういう回答があっ

た場合は何かしらの対応が必要だろうという場合も

ありますので、その場合にはそういうことも想定し

ていますが、どちらかというと、アンケートの集計

結果からもう少しこういうところへの深掘りが要る

んじゃないかというふうなことが分析上出てきたと

きに、二次調査もしくは追加調査的にご協力いただ

ける方の意向をあらかじめ把握をしておこうという

ことでございますので、これがあるからといって、

今回の結果に対してすぐさまそういうことをやると

いうことは基本的には想定しておりませんので、そ

の点はご留意いただけたらと思います。

ということで、ごめんなさい、ちょっと量が多い

んですが、ざっと説明をさせていただきました。

今日は、あらかじめ言っておきますと、各会派持

ち帰りをしていただきたいというふうに思っており

ますので、次回の委員会までに各会派でもご意見を

伺っていただきまして、選択肢を増やしていただく

分には全然構いませんし、これはもう要らんのじゃ

ないかとかいうご意見もあればぜひいただきたいな

というふうに思っておりますので、その前提で、取

りあえず今の説明の中でご質問とかご意見があれば

今日はお伺いをしたいなと思いますので、よろしく

お願いします。いかがでしょうか。

どうぞ。遠慮せずに。

●中井委員 入院のところで、⑨行事やレクリエー

ション、急性期病院でこれはないんちゃう。

●議会事務局 ごめんなさい。あくまでマックスで

上げているつもりですので、これはほんまに要らん

というのは削っていただいたら全然構いません。何

か市民目線というところで、ちょっとでも拾えるも

のは拾っとこうということで、可能性のあるものを、

もちろん委員長、副委員長とも相談しながら案とし

て上げさせていただいていますので、先ほど委員長

がおっしゃっていただいたように、要らんというも

のは削っていただくのは全然構わないと思っており

ます。以上でございます。

●中嶋委員長 ありがとうございます。

●中井委員 それと、このアンケートを読ませてい
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ただいて、これはやっぱり紙のアンケートも絶対必

要やな。こんなんは実際に自分が経験してみんと、

市立病院のスキームか何か、あっちのほうで病院の

人に来てもうてこの間から話をしているんですけど

も、やはり自分が入院したことがある、だからここ

をこうしてほしいとか、例えば最後の会計、時間か

かるけど、これもうちょっとどないかならんのかと

か、そんなことが、いろんなことが分かるのが、や

っぱり自分、入院とか通院の経験がないと、母親で

あったりとか孫であったりを病院連れていった経験

はもちろんありますけども、そのときなんか、ほと

んどこんなことは目につかない。自分が実際入院し

てみてほんまに、ここもうちょっとこないしたらえ

えのになというのが気がつく、先生、もうちょっと

こうしてくれはったらうれしいのにな、看護師さん、

こうしてくれはったらうれしいなというのが気がつ

くので、僕はやはりこういうことを聞くのであれば、

もちろんＬｏＧｏフォームでいろんな方から、年代

の方から意見聞くのも当然大事ですけども、やはり

入院経験している人がもうちょっとこここうしてほ

しいというのが僕はほんまの病院の評価につながる

んじゃないかなと思います。

●中嶋委員長 ありがとうございます。

おっしゃっていただいたように、直接の改善点に

つなげていくという意味でいうと、中井委員が言わ

れるとおりですので、その点も踏まえて先ほどの件

は少し調整をさせていただきたいなと思うんですけ

ども、あわせて、もう一つ、これをやる上で思って

いたのは、幼保のときもそうだったと思うんですけ

ども、必ずしも子どもと保護者だけではなくて、幼

稚園なんか、保育所もそうですけども、地域の皆さ

んであったりとか、直接幼稚園の中身は知らなくて

も大事だと思っておられる方ってやっぱり市民の方

にはたくさんいらっしゃるので、そういう意味で、

少しターゲットのウイングは今回広げた形のアンケ

ートにはなっております。ですので、直接的な改善

という意味で、実際利用された方のご意見をしっか

り取るということと併せて、市の施策として市立病

院がどうあるべきなのか、どう評価していただいて

いるのかということも、両方の視点で拾えるものに

なればいいなというふうに思っていますので、ちょ

っとその辺も含めて、ご意見としてしっかり承って

おきたいと思います。

ほか、どうでしょう。

どうぞ。

●名手委員 このアンケートの例えば医師に関する

こととかってあるところ、入院も外来も、その一番

最後に、９つのところにその他があって、自由記述

というのがありますね。これは打ち込んでもらうと、

書いてもらうという中身になりますよね。これは分

かるんですけど、この後の感染症対策とか、５番目、

プライバシー、個人情報の配慮とか、入院の食事と

か、この辺については、これは選ぶだけですか。そ

こにも自由記述みたいなことが書けるのかどうかと

いう、仕組みになっているのかというところですけ

ど。

●議会事務局 現在のところですけども、これはあ

くまで評価をするためにどんな項目を選ぶかという

アンケートでございますので、どういうとこに関心

があるかということを集約するものでございます。

ですので、おっしゃっていただいた感染症対策のど

ういったところという細かい部分につきましては、

その次のステップになるかと思います。現段階では

どういったところに関心があるのかというものを拾

うための、アンケート項目をつくるためのアンケー

トというような感じで考えておりますので、あくま

で選択肢の部分であるという形で考えております。

以上でございます。

●中嶋委員長 あんまり掘り下げる詳細が思いつか

なかったということなので、あるのであれば、逆に

出していただいたらいいと思っています。それだけ

の話かなと思います。

●名手委員 同じように、設備・環境のところは全

部項目だけ、関心のある項目だけ選ぶというふうな

じゃあ選択というふうになっているということだと

いうふうに理解をしました。そういうふうな中身に

ついて、そしたら書きたいということがあれば、最

後のエピソードというふうな、自分が思っていると
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ころを書くということで反映したらいいというふう

に……。

●中嶋委員長 恐らく詳細について書きたいと思わ

れる方は何かしらの経験がおありの方なんだろうと

いう、割合も高いと思いますので、どうしても書く

ところとか選ぶところがなければ、エピソードのと

ころに書いていただけたらいいかなと思いますが、

ただ、自由記述ばっかりになると集計が大変ですの

で、できるだけまずは項目のところから選んでいた

だけたらなとは思っております。ただ、書けないと

いうことだとちょっとあれなので、自由記述も一定

は入れさせていただいているという感じです。

●名手委員 そしたらその中身については、何かそ

の他でお書きくださいというような誘導があっても

ええのかなと思ったりはするんですけど、そこはな

いんですね。

●中嶋委員長 別にその他を必ずしも書いてほしい

という意図ではありませんので、あれば教えていた

だきたいということで、基本的には、今、抽出をし

ている項目の中から選んでいただくということがな

いと比較検討になりませんので、その点も含めてご

理解をいただきたいなということで、何を優先する

かの問題かなというふうに思います。

どうぞ。

●大脇委員 これは、すみません、１人１回だけで

すか、アンケートは。

●中嶋委員長 性善説に立っておりますので、基本

的には１人１回お答えいただくということですが、

特に答えるに当たって何か個人を特定するわけでは

ありませんので、答えていただこうと思えば、別に

何回でも答えてはいただけるとは思いますけど、そ

ういうことはないだろうという前提です。

●大脇委員 例えば私なんかだったら、自分の子ど

ものときのこととか、自分の親のときのこととかっ

て全然違うし、また、救急の外来に行くときのこと

というのは全く違うようになってくるからというよ

うになってきたときに、アンケート答えるの難しい

なっていうのをちょっと思ったので、それは……。

●中嶋委員長 アンケート自身が別に万能である必

要はありませんので、まず、趣旨に対して何を優先、

プライオリティーを持っているかということを考え

ていただけたらありがたいなというのと、ただ、お

っしゃるように、答え切れなかったなっていう思い

を持たれる方も多分いらっしゃるとは思うんですね。

ただ、この集計結果については、一定整理をした上

で、当然公表させていただこうと思っていますし、

これだけで全てが決まるわけではありませんので、

そういう意味で、何かこのアンケートを完全にしよ

うということよりは、むしろこれが材料になって、

今後の議論をしていく中で、どういう段階でどうい

う議論をすべきなのかということを考えるための材

料ですので、そういうふうにご理解いただけたらあ

りがたいなと思いつつ、できるだけお答えいただけ

る方が答えれなかったと思わないようにはしたいな

とは思っています。

どうぞ。

●中西委員 すみません。そもそも論というか、属

性についてちょっと教えていただきたいんですけれ

ども、属性の４番と５番なんですけど、通院経験の

有無、それと１日、２日か、３日から４日か、５日

以上という、この分類をどのようにクロス集計に生

かしていかれるのか、ちょっと説明を聞きたいのと、

同じく入院については、入院の有無と日数もそうな

んですけれども、市立病院以外の方っていうことを

あえて入れていらっしゃることのいわゆる集計上の

意図というのもちょっと念のため、よく分からなか

ったので教えていただけたらと思います。

●議会事務局 まず、入院のほうからちょっとご説

明させていただきます。

市立病院に入院されている方という形に限定する

と、アンケートの答えの数が少ないかなということ

も踏まえまして、市立病院以外でもということで、

入院したこと経験ある方の、何ですか、答えをたく

さん集めたいという思いで、ちょっと市立病院以外

もという形で入院はさせていただきました。

日数に関しましては、最近は短期間が多い形にな

ると思うんですけども、短期間と中期間と長期間と

いうような感じで、大体これぐらいで分けたという
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形になっておりますので、もっと違う形があればと

いうのは全然書いていただくことは可能かと思って

おります。

通院に関しましては、市立病院に実際通院しない

と分からないことがということもあると思いますの

で、ここは市立病院、数としましては、通院の患者

さんもかなり数はいらっしゃると思いますので、実

際ちょっとしてみたのと、市立病院に行ったことあ

るないという形で、どういったとこに関心が移るか

というところを集計していきたいということでちょ

っとあるので、こういう形で分けさせていただいて

いるという形です。

日数に関しましても、たくさん通っているのか、

１回か２回で感じたことなのか、それともずっと通

ってこういうことを感じているかということで分け

させていただいているものでございます。以上でご

ざいます。

●中西委員 ありがとうございます。

私、ちょっと分からなかったんですけど、今回の

このアンケートに答えてくださった方がどういう

方々なのかという程度であと進んでいくのか、それ

ぞれ例えば通院で１日か２日、あるいは入院で30日

以上の人の答えがこうだったっていうところまでの

クロス集計をするつもりでこれを入れておられるの

か、その集計の意図がちょっとよく分からなかった

ので。

●議会事務局 集計に関しましては、どういった答

えが出てくるかにもよると思うんですけども、あく

まで評価するために、どういったことを集計してい

ったほうが、答えが必要かという形の部分になりま

すので、ここで意図が分からないということであり

ましたら、じゃあこういうことだったら、例えば日

数とか、入院のほうは市立病院に限ったほうがいい

んじゃないかとか、そういったご意見があれば、次

回、集約のときに書いていただいて、こういった集

約を目的としますという形で書いていただく形でし

ていただいたら結構でございます。以上でございま

す。

●中嶋委員長 特段、意図が複雑にあるわけではな

くて、いただいたご意見が入院、通院それぞれ経験

のある方なのか、ない方のご意見なのかということ

は当然集計、分析上必要だろうということと、入院

したことがある、通院したことがあるということが

短期なのか中期なのか長期なのか、どの程度のご経

験なのかということを聞いているだけですので、別

にそれ以上の意図はないです。

●中西委員 それで、今、ちょっと座長さんにもお

答えいただいたんですけど、そうであるならば、例

えば自己決定ができない人たちの家族、例えば子ど

もであったりとか、高齢であったりとか、障害があ

る方も中にはいるかもしれないですけれども、私は

一度も市立病院に通院も入院もしていないんですけ

れども、家族の通院や入院には非常に関わってきた

ことがあるので、いろいろと思うところはあるんで

すね。特に５のところは市立病院以外も含むという

ことで、一般的に医療に求めるものは何かというこ

とで多分この設問があると思うので、それは別にそ

ういう意図ならそれで構わないんですけれども、実

経験がある方のお声も大事だし、非常に深く関わる

家族の例もあるので、そういう声がどういうふうに

反映されていくのかなっていう部分ももしかしたら

あったほうがいいのかなというふうに感じたので、

この集計をどういうふうに考えるのかってまずちょ

っとお聞きした次第なんですね。

●中嶋委員長 なるほど。そしたら、あれですよね、

自分の通院ではなく、自分の周辺の方との関係上の

通院とか入院があるということですね。じゃあどう

いう文言をそこに入れたらいいか、提案してくださ

い、次のときに。言っている意図は分かりました。

●中西委員 一般的に言うと、ご本人もしくは家族

がみたいな形で入れていくと収集できるのかなとい

うふうに思いました。

●中嶋委員長 お待ちしております。

ほか、どうでしょうか。

どうぞ。

●山根委員 ２点、ちょっと気になるところがあり

まして、細かいところでいいますと、面会のしやす

さの入院患者側と面会に来る側の話というふうに今
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ご説明を受けたので、こちらは入院側か、こちらは

家族側かって分かるんですけど、上から順番にやっ

ていて、入院のところに、括弧、入院したことがな

い方も答えてくださいっていうことで、一番最初、

私がぱっと見たら、やはり面会のしやすさといった

ら家族側のふうに思ってしまいますので、細かいで

すけども、括弧、入院側とか、その下の部分は面会

に来られる側とか、何かそういう、ちょっと適切な

文言が分かりませんけれども、括弧書きをしていた

だくと、私は家族側で答えようと思っていたらここ

じゃないんだなというのが分かるのと、あともう一

つは、このアンケートは、市議会の評価委員会とし

て、主にソフト面だと思うんですけれども、ハード

面でお手洗いがどうのこうの、Ｗｉ－Ｆｉがどうの

こうのっていうのはどんどん提言していけると思う

んですけれども、最後のその他の11番の立地やアク

セスのしやすさですとか、12番の駐車台数と駐車の

しやすさというのは、この議会として、例えば議会

で決定したことだったり、移転建て替えの立地であ

ったり、バスの路線網であったりというところから、

議会が何かできるのかどうなのかっていうのがちょ

っと疑問に感じますので、この質問はどのように扱

うのか、ちょっと私は分からないのでお願いします。

●中嶋委員長 まず、前提としては、今回のアンケ

ートをずっと続けていくかというと、恐らくそうで

はないと思っていまして、今回はあくまで評価スキ

ームをつくるための意見回収といいますか、市民の

方の意見をいただこうということですので、実際に

評価スキームができた段階で取るアンケートと必ず

しも全てがイコールではないかなと思っています。

なので、確かに言われるように、立地やアクセスみ

たいな変えようのないことを聞き続けるということ

は、確かに継続性のある項目としては必要ないのか

もしれないなというのは、今後の議論としてまたし

ていただけたらなと思いますけど、現状だけを言え

ば、旧病院から新病院に立地、アクセスも含めて変

わるタイミングですので、そのタイミングにおいて

は、市民の皆さんがそのことを重視しているのかど

うかを判断する一つの指標にはなるかなというふう

に思いますので、そういう意味でちょっと入れさせ

ていただいたというのが補足かなと思いますが、そ

れで合っていますか。そんな感じですが。

●山根委員 ありがとうございます。

主に立地というよりもアクセスのしやすさってい

うところが気になるところかなというふうに思いま

すし、駐車台数と駐車のしやすさっていうのもちょ

っと変更の余地があるのかなという認識でよろしい

でしょうかね。分かりました。以上です。

●中嶋委員長 どうぞ。

●中井委員 今頃何聞いてんねんって怒られるかも

しれんけど、このアンケートを市民の皆さんにどの

ように周知するんですか。議会でこういうアンケー

トを取っていますよ、例えば今度の議会だよりの中

でこのＱＲコードをつけておいて、こういうふうな

ことをしていますよ、こういうふうな目的でしてい

ますよということを載せるのか、箕面市の「もみじ

だより」か、あれで載せるのか、例えば病院のとこ

ろにポスター作って貼っておくのか。何かをせんと

やっていることが分からん。何のためにしているん

か分からん。今おっしゃったみたいに、これから病

院の評価をしていくための項目づくりですねんとい

うところが分からない。だからそれをどのように市

民の皆さんに周知して、協力してくださいねとする

のかが一番大切なところかなと。我々が口コミで周

りいうたって、私、友達も少ないですから、ええと

こ家族におまえらどんな思うぐらいのことですわ。

せやからそこのところが僕は一番大事なのかな。一

番そやから僕が思うのは、やっぱり病院のところに

でもポスターなりなんなり作って貼っといて、それ

でＱＲコードをつけといて、そこから飛んでくださ

いね、やったら結構皆さん、こんなことしているん

やいうのが分かってくれてええのかな思うので、ア

ンケートをどのようにするかも大事やけども、どの

ように皆さんに知ってもらってアンケートに参加し

てもらうかっていうことのほうが僕は大事なように

思うんですけども、そこのところはどのようにお考

えですやろか。

●中嶋委員長 何かありますか。
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●議会事務局 ご意見ありがとうございます。

周知の方法につきましては、これもちょっと諮っ

ていただく必要があるかなと思っております。ホー

ムページはもちろんなんですが、くらしナビに出さ

せていただくというのは当然ですけども、そうする

とやはりスマートフォンやパソコンで見ている人に

限るという形になってしまいますので、このアンケ

ートの周知の方法につきましては、今、中井委員さ

んおっしゃっていただきましたポスターを作るのか、

市立病院に貼ってもらうのかというのはちょっと皆

さんにご決定いただきまして、ただ、もちろん、す

みません、ちょっとこちらの会議録に残せるかどう

かというのはありますが、予算のほうもいろいろと

ありますので、そっちの問題も含めまして、ご意見

いただきまして、なるべく沿った形の方法にさせて

いただきたいというふうに考えております。以上で

ございます。

●中井委員 くらしナビも、何かああいうことに一

遍アクセスしたことある人なら見ると思いますけど

も、なかなか皆見ないと思うんです。やはりせっか

く議会だよりというのを出すんやから、議会だより

の中で、１ページやったら１ページ使って、こうい

う趣旨で、こういうことをしますというのは出しや

すいと僕は思うんです。

●議会事務局 すみません。議会だよりなんですが、

ちょっといつの段階でこのアンケートを出すかとい

うタイミングによる形になります。ですので、議会

だよりに載せますとはちょっとはっきり今の段階で

は申し上げれません。といいますのが、第２回定例

会終わりまして、議会だより発行するまでの間、そ

の間はちょっとアンケートは実施できないという形

になりますので、タイミングをそこで逸してしまう

という形になってしまうと、議会だよりという形で

は、手法としてはちょっとできないという形になり

ますし、逆に議会だよりの発行を待ってからアンケ

ートをするんだというような形になれば、議会だよ

りを使えるという形になるかと思いますので、ちょ

っとそれはタイミングによりけりという形で、すみ

ません、今のとこそれぐらいしかお答えができない

という状況でございます。

●中嶋委員長 まず、今の中井委員のご意見に対し

てお答えするとしたら、できる限りのことをしてい

くというのがお答えかなというふうに思っています。

言っていただいたように、こういうことをやってい

るんだよと、何のためのアンケートなんだよと、皆

さんにご協力いただくことで病院がよくなっていく

んだよということをしっかりと発信をしていかない

といけないというのはまさにそのとおりだなという

ふうに思っております。

そういう意味で、アンケートの手法、先ほどの設

置場所も含めて、そこも可能な限り検討をしながら

進めていく、発信をしていくということはさせてい

ただきたいなと思っているんですけども、先ほどち

ょっと議会だよりのお話が出たんですが、今日は、

すみません、アンケートの実施時期をちょっと言い

そびれというか、含めそびれているんですけども、

アンケートにつきましては、任期内に実施をしたい

というふうに思っております。それでいきますと、

大変申し訳ないんですが、議会だよりにつきまして

は、ちょっと発行タイミングが合わないかなという

ふうに思っておりますので、その点も含めて、どう

いうふうに発信をしていくのかということは、さら

に検討したいなというふうに思っております。

できる限りできることはやっていきたいというふ

うに思っておりますので、その点も踏まえてご意見

をいただけたらと思います。

●中井委員 我々、評価委員会、これは、恐らくは、

指定管理者が決まって新しい形になっていきました

よというところで評価していくんだから、別に今年、

来年のうちにこれをきっちりしたもんをつくってじ

ゃなしに、逆に長い目で見て、ええもんつくっとい

たよなっていうほうが僕はええん違うかな、変にば

たばたしてしまって、ああっていうよりも、逆にそ

っちのほうがええような気がするんですけど。

●中嶋委員長 その意見は以前もいただいていまし

て、そこは一番初めに説明させていただいたところ

ではあるんですけども、以前もいただいたご意見を

踏まえて、評価スキームを決める、つくっていく期
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間というのはやっぱり一定期間かけていかないとい

けないというふうに思っています。かつ初めの説明

にあったように、幾つかの段階を経ながら議論を深

めていきたいなというふうに思っています。そうい

う意味で、いろいろ皆さんから真摯にご意見をいた

だいて、大変ありがたくもあるんですけども、この

アンケートだけが全てを決めるわけではないという

前提をまずもう一度踏まえていただけたらというふ

うに思っておりまして、ただ、いきなり評価委員会

の中で何の材料もなしに評価がどうかみたいなこと

を議論し始めてもなかなか進みませんので、そうい

う意味では議論を進めていくためのまずは材料をし

っかりといただいていくということがアンケートの

大きな１つ目の趣旨になりますので、そういう意味

で、確かにこのアンケートの内容とか、実施の方法

とか、完璧では確かにないかもしれませんし、いろ

いろご意見をいただく部分はあるかもしれませんが、

一旦今期の評価委員会としては、このアンケートを

集計した結果を次回改選後の議会への引継ぎ事項と

して引き継いでいきたいなというのが目標になって

おりますので、その点を踏まえた上で、できる限り

やっていきたいなというふうに思っていますので、

その点はちょっと改めてご理解をいただけたらあり

がたいなと思っております。

どうぞ。

●田中委員 今、議会だよりの話が出ましたので、

一応、私、広報委員長も仰せつかっておりますので。

この質問項目自体を議会だよりに載せるというの

はちょっとタイミング的にも、第１回定例会の議会

だよりが５月15日にはもう発行されますし、第２回

定例会の議会だよりは８月15日発行になりますので、

ちょっとタイミング的に、今の任期内に実施という

ことであれば、項目自体を掲載するのはちょっと難

しいかなとは思います。ただ、実際にこの評価委員

会も開催しているわけですし、開催して、どういう

ことを取り組んでいるということを掲載するという

ことは可能だとは思いますので、ここは、今、私が

一存でやるやらないとは言えませんので、議会だよ

りの広報委員会の皆さんと紙面を決めるときに、こ

ういう案が評価委員会の中からあったということで

共通認識して、また決めていきたいと思いますので、

お願いいたします。

質問項目なんですけど、今、皆さんの質問聞いて

いたら、なるほどな、そうあったほうがいいよなっ

て一定分かるんですけど、ただ、質問が複雑過ぎて、

答えるのが嫌になるのも、それも駄目かなと思った

りもするんですが、このＬｏＧｏフォームの質問の

形態というか、幾らでも足せるんですか。それとも

限界が何かあるとか。

●中嶋委員長 質問数はやろうと思えば幾らでもで

きる。ただ、増えれば増えるほど回答率は落ちると

思いますので、今の想定は大体２分以内で答え終わ

れるということを想定していますので、本当のとこ

ろを言うと、あんまりこれ以上設問自体を増やすの

はよろしくないかなとは思っています。ただ、中身

の詳細がより豊富化されるのは、答える側にとって

はいいことだというふうに思うので、そういう意味

で、設問数も含めて、各会派から最終ご意見をいた

だけたらなとは思っております。

●田中委員 じゃあ、次回、集約なので、そういう

ことがもともと基本的にはあるということを踏まえ

て質問項目とかを各会派で考えてきたらいいという

ことですね。

●中嶋委員長 皆さんが合意できるものであれば、

基本的に項目を増やすこと自体は何も阻害するもの、

基本的には答える時間以外はありませんので、ぜひ

豊富化していただけたほうがいいんじゃないかなと

は思っています。

●田中委員 分かりました。

●山根委員 すみません。すごいくだらない質問か

もしれませんけれども、設問が幾つかあって、スキ

ップはできますか。この３番の入院とかは飛ばした

いというのは可能ですか。

●中嶋委員長 設定上はできます。必須項目にする

ことも必須でない項目にすることも可能です。

●議会事務局 何かを必須にするということであれ

ば、今、委員長がおっしゃっていただいたように、

スキップはできない形になりますけども、その必須
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か必須でないかというのが作る側として選べますの

で、全て必須にすれば全て答えてもらわないといけ

ませんし、全て必須じゃなければ、もう歯抜けで出

てくるという、答えができるという形にもなります。

●中嶋委員長 ちなみに、今のところはその他は任

意ですが、それ以外のものは一応お答えしていただ

くということを前提にはしています。ただ、これは

もう別にスキップできるようにしたらみたいなご意

見があれば検討はできますので、その辺ももしご意

見があればいただけたらとは思います。

ほか。

どうぞ。

●中西委員 すみません。もし分かるんだったら教

えていただきたいんですけど、さっき１人の人が何

回回答してもっていうところがあったかと思うんで

すけれども、１アカウント１回答で２回目はできな

いとか、そういう設定はできないんですか。

●中嶋委員長 基本的にはそういう設定はできない

と思います。その場合は、あらかじめ答えるときに

アカウントでログインをしていただくということが

設定上は必要になると思います。ただし、あんまり

そういうことをするつもりはないし、想定していな

いんですが、後ほど、終わってからですね、集計し

てから、同じパソコンのＩＰアドレスから同じ回答

が来ている場合は、その確認は恐らくすることがシ

ステム上はできるはずです。なので、先ほど言われ

たように、１人の人が大量に回答をしてくるという

ふうなことが疑われる場合は、そういう確認はもし

かしたらするかもしれないと。合っていたっけ。そ

こまではできない。

●議会事務局 同じＩＰアドレスははじきますので、

同じ方がパソコンから一度回答して、その後にスマ

ートフォンで回答とかっていうことは可能なんです

けれども、一応同じパソコンで一度入力した回答…

…。

●中嶋委員長 そうじゃなくて、初めの段階ではじ

けるということやね。

●議会事務局 はい。

●中嶋委員長 同じパソコンから複数回回答するこ

とはできないから、違う端末を持っている限りは答

えは一応できると。そういうことみたいです。

●中西委員 了解です。

あと、さっき予算の話しされていたんですけど、

これどれぐらいの予算。

●議会事務局 予算はございません。流用で対応し

ます。

●中嶋委員長 郵送用の予算が恐らく数万円程度必

要になります。そこはちょっと今、事務局と相談さ

せていただいて、今の事務局予算の範囲内で使える

ものがあるかないかということの精査をしていただ

いておりますので、若干流用も含めて皆さんにご理

解をいただくところが出てこようかと思いますので、

そういう、今、準備をしております。

●中西委員 ちょっと簡単なことなんですけれども、

入院に関する部分なんですけど、例えばカンファレ

ンスに関しては、これ、例えば医師、看護師、その

他スタッフというふうに区切ってあるので、カンフ

ァレンスはカンファレンスで要るんやったら項目を

つけなさいという、そういう意味だと思ったらいい

んですか。

●中嶋委員長 ごめんなさい。どこですか。

●中西委員 入院の診療・看護という項目があるん

ですけれども、カンファレンスも多分大切な部分で

あるかなと思うんですけれども、カンファレンスの

開催の仕方とか、その辺の項目とかは……。

●中嶋委員長 入れたほうがいい項目があれば、ど

こに入れるかも含めてご提案いただいたら。

●中西委員 それで、外来のところは５つの中で上

位３つを選んでくださいということなので分からな

いでもないんですけれども、入院であるとか、あと

サービスであるとか、あと設備・環境の項目で、こ

の項目がどんどん増えれば増えるほど、今でも10と

か12とかあるんですけれども、その中で上位３つを

選ぶというのは何かどういう意図があるのか、ちょ

っと教えていただいてもよろしいですか。

●中嶋委員長 別段意図はございません。

●中西委員 なかなかこの３つというのが項目見て

いてもしんどいなっていうふうに思うので。５つの
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中の３つというのは分かるんですけどね。

●中嶋委員長 人それぞれ３つが大変だという人も

いれば、５つになっても大変だという方もいらっし

ゃると思うので、非常に難しい葛藤を感じられる方

がいらっしゃるかもしれませんが、その中で何とか

３つ選んでいただくというのがどのアンケートにお

いても同じことだと思いますので……。

●中西委員 これはアンケートのためのアンケート

ですよね。だからこれで上位３つ選んで、その上位

３つに対して、今度、スキームも含めてつくってい

かれる手順なのかなというふうに理解をしているん

ですけれども、そのときに大事な項目が脱落してい

くとどうなんだろうなっていうちょっと危惧が、最

終的にこれをどう落とし込んでいくのか……。

●中嶋委員長 別段３つ選んでいただいたからとい

って、それ以外は評価しないというわけではまずあ

りませんので。

●中西委員 そうですね。だからその辺の……。

●中嶋委員長 何を重視しているかということを把

握したいということです。当然ここに上げているも

のは一応抽出段階で、病院の評価として一定必要な

ものだろうという前提で上げていますので、この中

で落ちたからやらへんとか、必要あるないみたいな

ことを別に前提にしているわけではないです。ただ、

全体のスキームの中で、じゃあこれらを全部一から

十まで評価できるかというと、そんなことはないと

思いますし、やり方も含めていろいろ考えていかな

いといけないと思うので、そういう意味で、まずは

市民の方が何に評価として重きを置いておられるの

かということは把握をさせていただいた上で、じゃ

あ評価のスキームとしてはどういうところに優先順

位をつけて形を決めていくのかという議論をしてい

くという流れになりますので、別にここで入った入

っていないだみたいなことを重視しているわけでは

ないというふうにご理解いただけたらありがたいな

と思います。

●中西委員 悩ましいね。

●中嶋委員長 悩ましいということは一定理解はし

ております。その中で選んでいただけたらと思いま

す。

どうぞ。

●名手委員 あと、一番最初に、そもそもになりま

すけど、前文に一応説明の文章が入りますよね。

●中嶋委員長 はい。

●名手委員 それが今言うていた、多分、何のため

にやるのかということを規定する中には、それをち

ょっと簡単にやっぱりできたら文書にしたやつを確

認をしたほうがええん違うかなと思っていまして、

今のところたたき台は項目だけですので、こんな趣

旨でアンケートを取りますという中身をまた示して

いただけたらと思います。委員長が幾つか議事録で

拾ったらありますけども。

●中嶋委員長 それは次回までに皆さんに案をお配

りさせていただきますので、その案を事前に確認い

ただいた上で、次回、集約をさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。

どうでしょうか。内容につきまして、よろしいで

すかね。

（「なし」と呼ぶ者あり）

●中嶋委員長 それでは、大変いろいろご指摘、ご

質問いただきましてありがとうございます。今日は、

初めに申しましたように、各会派持ち帰り検討とい

うことにさせていただきますので、追加の分も併せ

まして、できるだけ事前にまた資料のほうを投げさ

せていただきますので、各会派でのご意見の取りま

とめをよろしくお願いしたいと思います。

それでは、協議事項の１つ目、策定用のアンケー

トにつきましては以上とさせていただきます。

───────────────────────

協議事項２ 今後のスケジュール

●中嶋委員長 続きまして、今後のスケジュール、

協議事項の２番目でございますが、別紙のほうは前

回のときの資料をつけさせていただいております。

前回ご確認いただいたのは、何回も申し上げていま

す。恐縮ですが、先ほどのアンケートをまずはやる

ということまでを各会派の合意事項としてご確認を

いただきましたので、今はそれに向けて作業をさせ

ていただいておりまして、先ほど言いましたように、



評－18

任期内にアンケートの実施はさせていただきたいな

という予定をしております。

それ以降につきましては、前回も僕のイメージと

して提案をさせていただいただけですので、いろい

ろご意見があろうかとは思いますけども、その部分

はもう改選後に引き継がせていただきますので、改

選後、新たなメンバーで委員会が再開された後に具

体の進め方、詳細につきましては、改めてご議論を

いただけたらなというふうに思っておりますので、

今任期の評価委員会といたしましては、先ほどから

申し上げておりますように、今日お諮りをしたアン

ケートを実施するというところまでを任務とさせて

いただく前提で、今、進めさせていただきますので、

その確認をしていただくというのが協議事項２つ目

になります。

ちょっと最後のスケジュールの話にももう入っち

ゃうんですが、一応次回の開催が５月の30日の木曜

日、本会議の初日、６月定例会の本会議の初日にな

るんですけども、例年どおりでいきますと、午前中

で恐らく本会議のほうが終了になりますので、終了

後の午後の時間に委員会を開催させていただきたい

なと思っております。その場で手法、それからアン

ケートの内容につきまして、最終集約をさせていた

だきたいなと思っております。

その30日の評価委員会が一応任期内としては最終

の開催とさせていただきたいなと思っております。

アンケートのほうは、恐らく任期中には集約される

とは思うんですけども、何かしらの会議でお諮りを

する場面がもしかしたら持てないかもしれませんの

で、委員各位には、結果の速報版につきましては、

でき次第、共有をさせていただきたいというふうに

思っておりますが、正式な会議でご報告、共有等が

されるのは改選後ということでご理解をいただけた

らありがたいなと思っております。

ということで、ざくっと次の予定も含めまして、

今、今後の進め方をご説明させていただきましたが、

何かご質問等ございますでしょうか。よろしいでし

ょうか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

●中嶋委員長 それでは、ありがとうございます。

２番の今後のスケジュールにつきましては、以上に

させていただきたいと思います。

───────────────────────

協議事項３ その他

●中嶋委員長 それから、３つ目のその他につきま

して、次回の開催につきましては、今申し上げたと

おり、５月の30日、本会議終了後とさせていただい

ておりますので、よろしくお願いいたします。

その他につきましては、ほか、特にございません

が、委員の皆さんからは特にございませんでしょう

か。よろしいでしょうか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

●中嶋委員長 ありがとうございます。

それでは、その他につきましても以上とさせてい

ただきます。

以上で本日の委員会の議題のほうは全て終了とな

りましたので、これをもちまして市立病院評価委員

会を終了させていただきます。どうもありがとうご

ざいました。

午後２時21分 閉会


